
植物用分光放射照度計 CP170

➢ 紫外域から近赤外域（330nm～800nm）のスペクトルを簡単センシング
➢ 光合成有効放射(PAR)を光合成有効光量子束密度(PPFD)で測定
➢ 積分波長域を任意に設定して放射量を測定

➢ 照明光、環境光の野菜・果樹・藻類生育への寄与の評価
➢ 紫外線や紫外線を含む照明光および戸外の環境光評価

特徴

用途

植物は光合成により光エネルギーと空気中の
⼆酸化炭素から糖などの物質を⽣成しています。
環境光あるいはLED照明光が植物の成⻑に⼤きく
寄与できるかどうかは、その光が光合成を推進
するクロロフィルの吸収波⻑帯の光をどれだけ
含んでいるかによります。

右図はクロロフィルa, bの吸収スペクトルと太
陽光のスペクトルです。CP170は、光合成に寄
与する太陽光の量を、光量⼦束密度[μmol・m-
2・s-1 ]で測定できます。

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

350 450 550 650 750
波長 (nm)

クロロフィルa
クロロフィルb
太陽光



TEL: 053-488-7302  email: info@colorpyxis.com https://www.colorpyxis.com/ノブオ電子株式会社

オプション

性能

➢ 校正作業
常⽤標準光源（JCSS校正証明書付き）により、分光感度
と出⼒カウント放射照度変換係数を再校正します。

➢ API
センサーヘッドと通信を⾏いデータを読み出すため
のコマンドの仕様書です。CP141と組み合わせることに
よりユーザーの設計による分光放射照度計が実現できます。

➢ センサーヘッド CP140
校正済みの放射照度データが内蔵されています。
受光波⻑範囲は330〜800nmです。

➢ PC用ソフト（Windows OS対応）
センサーヘッドからデータを読み出し、解析を⾏い結果
を保存できます。PCによる操作が可能になります。

操作画⾯

CP170
（センサーヘッドCP140＋操作端末）

2022/07/19本カタログに記載された機能、性能は予告なく変更されることがあります。

➢ PPFDとは
光合成有効光量⼦束密度 (Photosynthetic Photon Flux Density)とは１秒間に1m2の⾯積を通過
する光量⼦（光⼦）のうち、光合成に有効な波⻑400nmから700nmまでの光量⼦数のこと。
光量⼦数は物理学の分野では光⼦数で表記されるが、植物⽣理学では光⼦数をアボガドロ定数で
割り、通常μmol・m-2・s-1で表す。たとえば1 x 1016 photons ・m-2・s-1は1 x 1016 / 6.02 x 1023
=1.7 x 10-8 mol・m-2・s-1となりμは10-6なので、0.017μmol・m-2・s-1となる。

➢ PARとは
Photosynthetically Active Radiation, 光合成に有効な波⻑400nmから700nmまでの光放射のこと。
その放射量を、１秒間に1m2という条件下で測定し光量⼦数で表記したものがPPFDである。


